Twitchell

弛緩性麻痺からの回復順序
1． 指反射を起こすことが出来た

2． 痙縮(spasticity)－すなわち受動運動に対する抵抗―が表れた

3． 固有受容性促通が得られた

　　　 反射と随意運動は互いに促通的であった

4． 近位牽引反応 (proximal traction response) が存在した　

　　　（上肢屈筋の一群を牽引するとその上肢全屈筋の反応が起こった）
5． いくらかの随意的手運動が固有受容性促通なしで起こった

6． 手掌の接触刺激が把握を促通するか、または強化した

7． 真の把握反射引き起こされた

8． 回復が完全になった

〔完全回復〕

３～４まで　１０日以内
７まで　　　２３～４０日

８まで　　　２０～４０日
　　合計　８０日（３ヶ月まで）
〔不完全回復〕

３～４まで　１５～４６日

２まで１０～１８日に頂点

７まで到達しない

